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日ブラジル外交関係樹立１２０周年： 

ブラジリア連邦直轄議会広聴会スピーチ（2015 年 10 月１日） 

 

ビズポ・ヘナート・アンドラーデ 連邦直轄区議会議員、 

ジョセ・ロベルト・ペレス エンブラーパ所長、 

ウーゴ・デ・ブラーガ スポーツ大臣特別補佐官 

ミウラ・タケシ 柔道ミウラ・アカデミア創設者 

各日系協会代表者の皆様 

ご列席の皆様、 

 

 はじめに、本日は日ブラジル外交関係樹立１２０周年を祝福し、

このような素晴らしい機会を設けていただいことに、日本政府を代

表してお礼を申し上げます。 

 

 日本とブラジルは長年にわたり友好・信頼関係を育んで来ました。

日系人は、現在ブラジル全土に約１９０万人、ブラジリアには約１

万６千人おられます。ブラジリアへの日系人の入植は、当時のジョ

セリーノ・クビシェッキ大統領の要請を受け、１９５７年、農業分

野で開始されました。その多くはサンパウロからの移住家族で、野

菜、果物､花卉栽培､養鶏等の専門技術を有する方々でした。 



2 

 

今年は遷都から５５年を迎えますが、日系人はブラジル社会の一

員として、農業のみならず、医者、弁護士、教育者、スポーツ選手、

芸術家、美容室・レストラン経営など様々な分野において、ブラジ

リア市民の生活・福祉の向上、ブラジルの発展に貢献されています。 

 

また、外交関係樹立１２０周年の今年、年内にブラジル全国では

約４５０の関連行事が開催され、数百万人のブラジル人が参加いた

だいています。当地ブラジリアでも、多くの行事が１２０周年の一

環として開催され､多数のブラジリア市民に参加頂いています。例え

ば、６月パルケ・デ・シダーディで開催された「日本祭り」には約

３万人、先月ブラズランジアで開催された「いちご祭り」には約１

０万人が参加されました。アザ・スルにある「西本願寺」は、連邦

区の特別文化財に指定されました。更に、日本料理教室、生け花展、

書道展、映画祭、ジャズコンサート、野球教室等日本文化を紹介す

る多彩な催しがありました。同様に、日本においてもブラジルに関

する多彩な催しが開催されています。 

 

そして、この記念すべき年は、今後、10 月末の秋篠宮同妃両殿下

のブラジル訪問、12 月初旬のルセーフ大統領の日本訪問でクライマ
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ックスを迎えます。 

 

ブラジリアにおける日系社会の歴史、外交関係樹立 120 周年に関

連する活動は今述べたとおりですが、日本として、今後重視したい

と考えている分野を３つ述べます。 

 

第一点目は、教育・スポーツ分野における日本とブラジルの協力

です。 

 先程、ウゴ・ブラガスポーツ大臣補佐官の話を通じ、柔道は単に

肉体を鍛えるのみならず、若い人達が礼儀や規律を学び、人間とし

て成長するために有用であることを理解しました。１２月に予定さ

れている安倍総理とジルマ大統領の首脳会談において、日本とブラ

ジルのスポーツ交流強化について合意してもらいたいと考えていま

す。そして､その合意を踏まえ、日伯両国政府が両国の柔道連盟と協

力し、柔道を通じて、特に貧しい地域の子供達の健全な成長を支援

できたらと考えています。 

  

次に、「公文」についてお話しします。公文は日本式教育方法で私

的な教育機関です。「公文」は、日本、米国などでも普及しています

が、ブラジル全国には約 1450 教室が設置されており、約 15 万人が
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学んでいます。当地ブラジリアでは､教室は 40 あり、約 5 千人が学

んでいます。「公文」が算数、英語、ポルトガル語、日本語の基礎教

育において､ブラジリアの子供達の成長に役立っていることを嬉し

く思います。 

  

第二点は、「安全」のための日本とブラジルの協力です。日本には、

「交番」というコミュニティー警察の仕組みがあり、警察と市民が

連携して、犯罪予防と安全な市民生活確保に大きく貢献しています。

昨年 8 月、安倍総理とルセーフ大統領との会談で、この交番制度を

ブラジル全土に広げようとの合意がありました。既に､交番制度が導

入されているサンパウロ州、ミナス・ジェライス州等の一部地域で

は殺人件数の低下などの効果が出ています。当地ブラジリアにおい

ても、ブラジリアの軍警察と日本の警察、JICA が協力を開始してい

ます。交番制度がブラジリアおよびブラジル全土の治安の改善に資

することを期待しています。 

 

第三点は、経済面での協力強化です。 

ブラジル全土では約７百の日本企業が活動しています。多くの日

本企業は、サンパウロ州、ミナス・ジェライス州など南部や東南部
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に大きな関心を有していますが、残念ながら、投資という観点から

は、ブラジリアにほとんど関心が向けられておりません。このよう

な現状を少しでも改善しようと、８月中旬、大使館と特別区州政府

が協力し、知事をはじめとするブラジリア特別区幹部と日本の商工

会議所代表、日本企業８社代表との意見交換会を初めて実施しまし

た。ブラジリアの経済活性化のために、日本企業に投資対象地域と

してブラジリアに目を向けてもらいたいと考えています。 

 

最後に、ブラジリアと日本の関係の更なる発展を祈念するととも

に、本日の機会を設けて頂いたこと、特にアンドラーデ議員ノイニ

シアティブに改めて感謝し、私の挨拶とさせて頂きます。ありがと

うございました。 

 

   ２０１５年 10 月 1 日 在ブラジル大使 梅田邦夫 （了） 


